




















































































































































1)投 与 量101件、2)支 持 療法23件、3)溶 解・希釈19件、 
4)レジメンの選択15件、5)併用内服薬2件、6)投与速度1件、 
7)配合変化1件であった。疑義照会を行った162件中、120件
（74.1％）が処方変更された。
【考察】治療直前の肝・腎機能検査値や標準体重を考慮した
抗がん薬の投与量に関する疑義照会が最も多く、疑義照会
後の処方変更率は高かった。また、本院は初回レジメンの
がん化学療法患者に対して、腫瘍内科医、がん専門薬剤師、
がん化学療法看護認定看護師などによる多職種キャンサー
ボードを毎日行い、選択レジメンの妥当性、臨床検査値異
常の有無、基礎疾患の有無などを確認している。同一期間
内において多職種キャンサーボードを実施した患者1,032名
のうち147件（約14％）が処方変更されている。これらのこ
とから、薬剤師はがん化学療法の安全な実施に寄与してい
ると考えられる。
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